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審査結果の要旨 
 
提出論文は、在地旗本である交代寄合衆西高木家陣屋の御殿を対象として、高木家文書の原
典 500 点以上の解読をもとにして、史料と遺構の分析に基づく近世武家住宅の空間的な特質の
解明を目的とした研究であり、全５章で構成されている。 
  
第１章は序論である。近世武家住宅について、社会的な機能から導かれる公と私の概念で論
じる必要性があると論じ、解明すべき課題を、ア）御殿の室群の空間的性格、イ）平面構成の
基本原理、ウ）上屋敷と下屋敷の施設的性格の３点とした。以下２章から４章では、これらの
課題についての分析を行っている。 
 第２章では、移徙(引越)の儀式に着目し、天保３年(1832)再建上屋敷御殿の室群が、空間的
には対面・居住・役務の３つの領域に整理できることを導いた上で、各領域の性格が平面や屋
内意匠の相違に反映されており、公と私の概念で理解できる点を明らかにしている。 
 第３章では、明治の上屋敷御殿の縮小で実施された平面の改変に着目し、床面の切り落とし
を伴う土間の新設や座敷廻りの再編から、対面・居住・役務の領域設定が平面構成の基本原理
であったと論じている。 
 第４章では、嘉永 5年(1852)造営の下屋敷御殿の室群も上屋敷と同様に公と私の概念で整理
できること、一方では数寄屋風の二階が存在する点で建築構成が大きく異なることを明らかに
し、この類似と相違から下屋敷御殿の社会的な位置づけとしては私に属する居宅であったとし
た。 
 第５章では、以上の結果をまとめ、西高木家陣屋の上屋敷御殿と下屋敷御殿ともに平面は公
と私の概念で理解できること、また上屋敷と下屋敷相互の位置づけも公と私の関係で理解でき
ること、さらにはこのような公と私の相違が、建築に反映されていたことを示し、この把握が、
江戸城を初めとする近世武家住宅の理解の上でも有効であることを指摘して結論としている。 
  
以上のように本論文は、広く近世武家住宅の空間的な理解に有効となる概念を、実態に即した
分析から指摘して高く評価される。日本建築史分野に新たな知見を与えるものであり、博士（芸
術工学）の学位授与論文に値するものと認められる。 
